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を示れ 図中の実馳まTTuMOhnp rtIorBintheMatter)による炭素モノマ イー
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図2_1アトミックド-ズ依存性















イー オン衝突痕をSTM (走査型トンネ′t棚 を用いて原子レゆ レで額察し､ク
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流を0.7hA､ノV アス電圧を1.OV併科側が高葡劫 に設定し､電流一定モー ドで
行った｡Arモノマーさ劫口速電圧●1.馳Ⅴ､Arクラスター は平均サイズ10 のものを
力頗 圧 150kVで照射した モノマー照射の場乱 直径が弧鹿 渡の小山状の照
射痕が観察されたのに対し､クラスター照射の場乱 直径が 180Aに及ぶ大きなク












































ー衝突ではカスケード 図3.1.3 Arクラスター 衝突のメカニズムモデル
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図3.2.2照射痕直径の2乗の1原子当たり加速エネルギー依存性
ルを用いて計算した炭素原子をグラファイトに照射した場合の椀糊阻止能を示す;
Chの照射痕の大きさは力脳室電圧の1/3乗に比例していないことから､q泊を剖 ､さい
ため最表面で全ての運軌エネルギーを失うことなく基板の奥まで進入し､疎さ方向
に異方性を持った
損傷を形成してい C?
ると考えられる｡
また図 3.2.2から
照射痕直径の2乗
の1原子当たり加
速エネルギー依存
性が核的阻止能と
は聞同じピー クを
持っていることが
図3.2.3 C6｡イオン衝突のメカニズムモデル
分かる｡このことは表面付近で(瓦が失う運軌エネルギ にーよって表面の大きな照
射痕が形成されていることを示している｡
これらのことから考えられるq対の衝突メカニズムを図3.2.3iDjtf.qヵが基板
に照射されると基板内部に進入し､その日扶 う運動エネルギーを水平方向に分酷す
ることによって表面に大きな衝突痕を形成する.しかしArクラスターと異なりCh
を剖 ､さく速度も速いため表面付近で全ての運動エネルギ をー失brgn,さらに基板の
奥へ進入して深さ方向に異雑 を持った損傷朝簡裁LTいると考えられる.
4.まとめ
Gイオンを用いて損傷数を詞.噸 私 モノマーイオンを60個照射するよりも
損傷数が多く非線形妹 を示すことが分かった｡
Arクラスタ やー Gイオンの照射痕を観察しその損傷の形肘や大きさを調べるこ
とにより､クラスター が照射された時の衝突メカニズムが明らかになった｡このこ
とから単一イオン照射痕働 ミクラスターイオン衝突のメカニズムの解明に有効
であることが示された｡
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